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　Virusに関する研究は最近飛躍的発展をとげ，幾多の新
しい事実が次ぎ弐ぎと発見され，Virusそのものの本態に
関する全貌が明かにされつつある現状である。
　今回著者はわが病理学教室のVirus病変の研究の・一環と
してVirus性腫瘍の研究を分担したのでこの研究成績を発
表する。
　今日VirUS性腫瘍として確定されているものは家兎粘液
腫（Sanarelli1）），家鶏肉1厘（藤浪2），　Rous’i）），37号一目旧鼠癌
（Gye4）），家兎線維｝1重侶hope5）），綿子野兎の乳1蜘1転Shope6＞），
・蛙の腎臓癌（Lucke7））等があげられる。この中家鶏肉腫は
Virus性腫瘍の代表的のものとみなされ，殊にわが岡で始
めて発見された関係上，人工的発癌の研究とともに最も関
心をよせられている腫瘍である。
　家鶏肉腫は藤浪教授の発見当初より今日にいたるまで組
織像に変化なく，粘液肉腫の所見を呈するものである。そ
して終始炎症反応を合併するために，腫瘍と炎症の中聞に
位する性格のものであるといわれている。従来のこれに関
する研究は腫瘍の面のみ重要視され，炎症は寧ろ第二義的
に扱われていたようである。著者の研究は炎症反応の立場
からi家鶏肉腫の組織発生を検討しようとしたのである。，そ
してこの研究を手掛りとしてVirchow以来劃然と区別さ
れている炎症と厘瘍の関連性を再考してみたいと思う。
　著者はこの見解に基づいて研究を進めたのであるが，先
ず近年盛んに活用せられている超生体染色を利用して腫瘍
細胞の起原の再検討を試みた（第1綱。
　孜に本厘瘍にみられる炎症反応の本態を明かにするた
め，種々の条件によってこの炎症性細胞反応が如何に変化
するかを確めんとした。その主なものは宿主個体の成熟度，
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不活性化virus，非感受性動物及びアレルギー・反応におけ
る細胞反応をそれぞれ検討した（第2’篇〉。
　さらに家鶏肉腫virusの感染をうけた家鶏の⊥血液像を観
察し，最後に腫瘍組織中にMenkinのいわゆるLeuko－
taxineが存在するや否やにいて検討を試みた（第3篇〉。
　以．上の研究方向をまとめてみると次の如く要約される。
即ち家鶏肉腫の常在成分としてみられる炎症細胞の出現は
一般の炎症の防禦反応と同意義に解釈してもよいものであ
ろうか。そしてまたこの白血球反応はvirusの直接的作用
によって出現するものであるか。またはLeukotaxineの
如く障碍された組織細胞に由来する物質，またはアレルギ
ー反応等に対する間接的作用であるかということである。
この点に関して著者の実験成績から総括及び考案を行った
（第4篇）。
　本篇に取り扱う超生体染色は細胞の生活［寺に顯粒の染色
することなく，死滅せんとする峙期になって始めて一定の
色素によって染色雨粒が出現するものをいうのである。そ
の機転の本態につbてはまだ充分解明せられていないが，
近年盛んにこの方法が諸種細胞の鑑別に利用されている。
わが困においては特に活磯で，勝沼は血液細胞につき，杉
山は各種組織細胞について統一的研究を行い，天野はこれ
に立脚して単球を中心とする白血病，血管外膜細胞と形質
細胞㊥組織発生学的関連性について新しい見解を発表して
いる。
　著漕の研究対称の家鶏肉腫の細胞起原はユ血．管外膜細胞
説，結合織細胞説及び組織球説等があり，未だ一定の結論
を得ていない。著者はこの趨生体染色を活用することによ
り，肉腫細胞の起原がより再侶明せられることを期待して突
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　実験動物は家鶏であるが，ilee化第1日目のものを隔離飼
育した60日目の幼鶏を使用した。実験材料は名古屋大学
医学部病理学教室大島教授より譲り受けた千葉系家鶏肉腫
を当教室で継代移植し来ったものを使用した。この新鮮家
鶏肉厘を生理的食塩水で10倍乳剤として，3，000回転15
分の遠心上清をとり，上記磯鶏の両側胴部皮下に各々5cc
つつを接種した。幼鶏は事故死が多いので各実験群は4羽
宛使用した。
　超生体染色は中性紅及びヤーヌス緑の混合液を使用し
た。観察日数は接種第1日目より第8日目まで行ったが，
第8日目では既に肉眼的に腫瘍形成を認めた。
　検索には総てVirus接種部位の皮下組織を仲展し，明か
に煙瘍化したものは圧挫標本とした。
　対照として生理的食塩水を注射したものにつL・て検索し
た。
　　　　　　　　　　実瞼成績
　第1日目所見：　第1図に示す如く白血球の著しい浸潤
、が認められ，殊に血管を中心として著明である。これ等白
血球の大部分は粗大な中性紅顯粒を有している。単球の花
冠状形成は著明でなく，殆ど核の一方に散在性に粗大穎粒
として中性紅をとり，微細なヤーヌス緑の穎粒が一様に一
方に散在する。ヤーヌス緑をとるものは比較的多量に認め
られる。また単球と思われる細胞が貧喰作用を行い，中性
紅で暗褐色或は鮮紅色に円形に染まった物質を原形質内に
包含している。単球の核は凹形或は殆ど円形に近いものが
みられる。組織球は原形質の不規則な突起を出したいわゆ
る離断型をとるものと，おたまじゃくし型或は紡錘型をし
た静止型のものと混在している。離断型は散在性に或は集
団的に存在している。これらの中性紅思郷は原形質難曲に
多く，ヤーヌス緑に染つた穎粒状糸粒体を混在している。
　第1図　第1日目所見：白血球が血管を
中心として薯明な浸潤像を示す。
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さちに三色の輪廓周辺を有する微細な小滴状顯粒が原形質
の周辺に集団的或は散在性に存在している。組織球の単球
に近いものが認められ，判定に困難を来すものが散見され
る。これ等の申には鮮明な大きな中性紅室泡を数個有する
ものが認められる。
　結含織細胞は一般に長紡錘形或は不整形紡錘形で申性紅
色頴粒をとらず，原形質は均等な感じで，ヤーヌス緑は長
桿状に整然と核周辺都に排列されるのがみられる。核構造
は比較的明瞭なものが多い。膠原線維は対照と変らない。
　血管外膜細胞の膨化が認められ（第2図），遊離像がよく
みられる（as　7，8図）。中性附帯粒をとらず，ヤーヌス緑が
短桿状に少数認められるものがある。
　第2日目所見：　白血球は第1日目と比べてさらに広範
な浸潤像を示す。
　単球もeg　1日目より増加し，懲性紅穎粒の花冠形成を認
めるものが多くなっている。ヤーヌス緑は核の辺側に散在
性に認められる。また中性紅穎粒が粗大となり，原形質は
全くこの粗大霧粒でうずめられているものもみられる。し
かしかかる単球は組織球との鑑別が困難である場合が多
　第2図　第1日目所見：血管部所見で血
管外膜細胞は活性化し，遊離するのがみられ
る。血管内皮細胞の肥大は著しくない。
　第3図　第4日目所見：紡錘形腫瘍細胞
が長い突起を出し，中心性に集合していわゆ
る血痕の芽をつくり始め，その周囲に円形細
胞の浸潤がみられる。
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第4図　第4日目所見：超生体染色によ
る定型的な紡錘形腫瘍細胞。
　第’5図　第6日目所見：紡錘形腫瘍細胞
集籏巣と大単核円形細胞。
li艶 蹄輕，
　第6図　第6日目所見：腫瘍細胞集籏巣
で糸巻状に厚さを増して来る。右側に小さな
巣がみられ，周囲に白血球反応をみる。
い。単球は血讐から遠隔のところに浸潤し，貧喰像を多数
認めることが出来る。なお単球の著しく小型のものが認め
られ，赤血球の約1／2内外のものもあり，これ等のものは
原形質の不規則な偽足様突起を3ないし6個或はそれ以上
の数を出し，花冠形成を有するものが多い。穎粒は比較的
微細である。また時にはこの突起が原形質より遊離してい
るものが認められる。
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第7図外膜細胞の活性化と血管内皮細胞の膨化
・d・坑外脚胞（短二薄野）
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　第8図血管外膜細胞の遊離活性化とtim管
内皮細胞の膨化。外膜細胞中に弱くごくわず
か中性紅をとるものがみられる。
　Tm二　　歴巨瘍赤田月包
　組織球は著明に膨大し，原形質の境界が不鮮明となって
いるものが多数認められるようになる。これをいわゆる膨
化型組織球と名づける（第9図）。この型の組織球の原：形質
は不規則な鈍円な突起を出し，大小不同の微細な小滴様頴
粒と，比較二大き’な塞胞を持ち，場所に依っては原形質構
造が融解したかの如く無構造1のところがある。中性紅塞胞
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第9図　膨化融解型の組織球
　原形質の境界は甚だ不鮮
はかなり大である。しかし色調は嗣ぎな中性紅室胞は編黄
色に染まり，小さなものは黄色調に染め出される。また或
る組織球ではいわゆる静止型を保っているが比較的小さい。
　線維細胞は活性の増強が認められ，組織球と同様膨化の
傾向を有するもの，著明な樹枝状突起を出すものがあり，
むしろ後者が圧倒的に多い。前者は恰も前記の組織球と類
似し，鈍円な突起を数個出しているが，原形質は殆ど無構
造で，中性紅をとらず，ヤーヌス緑に染まる穎粒状の糸粒
体が認められる。これは核の周辺及び突起の部分に多く認
められる。その援は紐織球の棲が不鮮明であるのに対して，
少しくその境界が鮮明で，明かな構造を認めることが田来
る。また線維細胞では長い爽起を出し，型は長紡錘形のも
のが多く，その一端が著しく長い突起となっている。他端
はまた2ないし3個に分岐し，その突起は短い。原形質は
4購造の均一した中に，全く微細な無染色性の小滴状穎粒
が存在している。この頴粒はas　2篇の位相差i顕微鏡で著明
にみることが出来る。またこの穎粒の排列方法はかなり整
然としている。さらに核周辺部にも多くみられる。この民
青の中に混在して短桿状のヤ・一一ヌス緑に染まる糸粒体がみ
られるが，数は少ない。前述した如く核は組織球より構造
がはっきりし，緩は淡灰青色を帯びている。さらに核では
棲仁が鮮明である。膠原線維の膨化像は顕著でない。
　血管外膜細胞は第2日目になると，その活性は著しくな
っている（第8図）。外膜細胞は膨大し，外膜部より遊離し，
且つ移動する像を多数認める。遊離の状態にある本細胞は
中性紅をとらず，ヤーヌス緑で短桿状に染まる糸粒体を有
している。原形質は無構造であるが，微細小滴状穎粒は認
められない。線維細胞とはこの点において鑑別でぎる。血
笹外膜細胞の遊離した細胞間に中性塞泡を有する組織球が
みられる（第8図〉。
　血管内皮細胞も膨化ないし肥大している。このような血
管附近には単球が多くみられる。
　肥壷細胞は血管附近に多く，比較的集物性で中性紅を汚
くとった粗大な顯粒で原形質はうめられ，核はために不明
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瞭である。　　’　　　　　　　‘
　第3日目所見＝白血球は1ないし2日Hでは禰漫雨浸潤
像を示していたが，第3日目では漸次集籏性を帯びてくる。
　単球は血管口囲に増加し，さらに周辺への浸潤を示し，
時には単球めみで数個の集籏をつくるのがみられる1単球
は大小不向の中性紅穎粒を有し，禰気性に核の周辺をかこ
むものが多く，胞体自身の大小不同が目立ち，血管周囲の
ものは型が置き’いように思われる。小型単球の偽足様突起
を有するものがみられ，これ等では明かな花冠状形成をみ
ることがあるが，ヤーヌス緑は比較的少なくなっている。
　組織球における変化は大体において血管周辺部とさらに
それからの遠隔部とに分けてみる『とas　2日目にみられた膨
化型及び膨化融解型のものが比較的遠隔部に．みられる。即
ち鈍円な数個の偽足を出し，無構造の原形質に中性晶晶泡
を認め，さらに円形ないし棉円形のヤーヌス緑に染つた糸
粒体が見られる。しかし中性山塞泡はやや減少している傾
向にある。また一部の組織球は不規則な偽足を一方に出し
つつ，一方において二三に：丸昧を帯び，大山榎細胞の如く
になる。原形質は大小不同の中性二二泡を有し，さらに大
き’な室泡が散在し，その上原形質の丁丁が顯粒状に凸凹が
強くなってくるように感ぜられる。
　線維細胞は樹枝状の突起を出すもの，或は第2日日と同
様の長い突起を出すものが存乱するが，組織球と同様に膨
化融解型の細胞もある。また原形質の境界は不鮮明で，一
部から原形質内の小滴二丁粒が胞体外に散出しているとこ
ろがみられる。
　血管外膜細胞ではさらに著しい変化が認められる。血管
自身について述べると，血管内皮細胞はますます肥大膨化
して末梢血管腔は二二となり，赤血球は変形しつつ流動し
ている。これは末梢血符分岐部に強く認められる（第8図）。
外膜細胞の肥大，遊離する像が実によくみられる。これ等
の細胞は外膜部から遊離すると漸次その形態は変化し，膨
化，長紡錘形，数個の偽足様突起を出した形となって行く。
始め血管外膜部に存在する時は中性紅はとらず，ヤ・・一ヌス
緑1こ染まる短桿状の糸粒体が細胞の長軸に殆ど平行に排列
しているのがみられる。さらに原形質内に小滴状二二が微
細に，或はかなり大きなものが細胞周辺部位にみられるよ
うになる。いずれも原形質は均等無造である。しかし少し
遊離してくると，これ等の二三が微量であるが，弱く中性
紅をとっているものが認められる。この中性紅のとり方は
顯粒の周辺が澄色調を帯びているといったものである。さ
らにヤーヌス緑は減少してくる傾向があり，小滴状の顯粒
の間に円形に散在している。しかしかかる細胞は全く線維
細胞との鑑別が困難となって来るし，弐鋤こ腫瘍細胞の性
格を帯びてくる。
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　第4日目所見：　第3図に示す如く腫瘍細胞の性格を有
する紡細形細胞が数個ないしは十数個と集記し，互いに先
端を一点に集中して花辮状に集っている。その周辺に円形
細胞が散在しているが，超生体染色像からは好中球及び単
球と思われる。第4日目になると各細胞の種別は困難とな
るが，しかしなお組織球及び線維細胞，単球の性格を有す
るものが認められる。
　単球はその殆どが形態は小となり，原形質は不規則で短
い恥曝な突起を数個出し，花冠形成を示すものは殆どみら
れない。またやや短紡錘形をなすものがあり，榎周辺に粗
大な中性紅穎粒と微細な小滴状顯粒と混在しているのがみ
られ，ヤーヌス緑は微細な頴粒状として浮く微量にみられ
ることがある。中性紅顯粒は小なるものは勝色で，粗大な
ものは紅色をとる傾向が強い。
　組織球はいわゆる離断よう形態をとるもの，或は同様の
形態をとるが原形質のはっき’りしない全く透明といった：感
じのものがある。また単球と区別のつけ難いやや短紡跡形
の小さなものもある。離断様形態をとるものは板を囲んで
大きな室泡を形成し，多くは数個以上認められる。さらに
その原形質に褐紅色に染つた大ぎな中性紅室泡と比較的微
細な中性紅をとったものの外に，微細な中性紅塞胞がi多数
認められる。a’　・一ヌ．ス緑は殆ど認められない。原形質の透
明となった組織球は膨化融解型の像を思わしめ，中性紅は
黄色調が強くなり，原形質は膨化して暗い感じである。ヤ
ーヌス緑は散在性にとっている。線維細胞においては在来
の線維細胞と思われるものでは，申性考及びヤース緑もと
らない原形質の硬い細胞として，紡錘形細胞集験よりはな
れた部分に散在する。これらは松葉状或は星状が多く5形
は小さい。核は灰色を帯びている。原形質内は無構造であ
る。一方膨化型の線維細胞がみられる。これは注意してみ
ると組織球の膨化型とは異なる。この細胞は同様原形質が
肥大膨化してくるが，全く原形質が無構造で，ごく一部に
小滴状穎粒が集合し，中性紅をとっていな：い。ヤーヌス緑
を微細穎粒状にとったものがみられるが散在性である。細
泡形成もみられるが小さいか，或は殆どみられない程度で
ある。このような状態になると線維細胞と外膜細胞との鋸
別は困難となってくる。前述の如く紡錘形細胞の細胞集籏
がみられるが，これは腫瘍細胞の隻旗で，いわゆる肉腫の
芽というべきで第3図及び第4図に示す如く恰も線維細胞
の旧るものを思わせる紡錘形細胞の集籐である。細胞は一
端から長い爽起を出し，時には細胞が互いに連絡する像も
認められる（第10図）。多くは遊離の状態にある。他端は
数個の短い突起を出している。細胞自体は比較的境界が鮮
明で，原形質内には小滴状穎粒が骸の周辺部に強く，また
突起部にも認められる。巾性紅は殆どとらず，時に小滴状
顯粒はむしろその周辺が澄ないし黄色の色調を帯びること
がある。ヤーヌス緑は認められない。時に黒色の点状物を
散見することがある。さらに集団的塞泡をつくるものもあ
る。核は境界鮮明でその周辺に明るい核最をつくり，原形
質より浮上つた感じの厚味を有し，中心部は幾分凹んでい
る。
　血管内皮細胞の強い肥大がみられる。血管外膜細胞は血
管外膜部において旺んに膨化遊離し，第3日目所見の如く
中性紅をとらない状態で遊離し，小滴状穎粒を有しつつ次
第に膨化し，黄三色及び紅色調を僅かに帯びる状態がみら
れる。
　中性紅頴粒が粗大で細胞全体をうずめる肥月牛細胞が血管
周囲にみられる。
　第5日目所見：紡錘形腫瘍細胞の集籏は一層拡大され，
おのおのの突起を中心部に集中して糸車の感を呈してく
る。さらに煙瘍細胞は細胞集籏部の周辺にも認められ
る。この時期になると腫瘍細胞と組織球，線維細胞との間
には次第に明確な分別をつけることが困難になってくるよ
うに思われる。即ち中性紅顯粒，ヤーヌス緑，原形質内の
小滴状顯粒形成，室轡形平等が紡平等腫瘍畑胞にも認めら
れる。円形細胞は腫瘍細胞集籏に混在し，或は周辺に比較
的集合性に散在しているが，その数は第1，2日目よりは全
く減少している。一般に小型の円形細胞が多くみられ，粗
大な中性紅穎粒を少量にもち，大小不同で且つ黄平色調を
とっている。さらに内容をともなった小滴状穎粒が比較的
。
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原形質の一側に集合し，その中に微細な短桿状のヤーヌス
緑をとった糸粒体が少数ながら認められる。明かに単球と
みなされるものも滅少している。
　組織球では本来の粘性紅室泡のとり方をして，明かに組
織球と決定し得るものは認め難い。
　線維細胞は多くの突起を出すものは少なく，卜い感じで
線維芽細胞に近い形を示している鵬10図）。これは小滴状
穎粒を原形質内に無数に有し，その間に歩数ながらヤーヌ
ス緑に染まる糸粒体がみられ，円形ないし短桿状排列をし
ている。核は随瘍細胞より鮮明でない。
　形質細胞と思われるものが，血管周囲に散在性に認めら
れる。細胞は類円形で小型，中性紅を如く僅か細胞縁に沿
ってとっており，原形質は淡明で透明度が強く，均一無構
造である。
　腫瘍細胞の集籏部においては紡錘形細胞が主体をなして
おり，前述の如く糸車形成が認められる。この紡錘形細胞
は細胞長軸の一端から・1本の長い突起を出し，互いに腫瘍
細胞同志と相連絡しているもの，或は不規則な，やや星状
に近い恰も線維細胞の如き’形態をなせるもの，紡錘形をし
ながら突起の短いもの，さらに数個に分岐した短い線畑な
突起を出すものがみられる。星状に近い細胞では巾性紅及
びヤーヌス緑のとり方は非常に弱く，微細な小滴状網頭が
時々面面色の色調を穎粒周辺に持つことがある。紡錘形腫
瘍細胞には大きな察泡形成をみる。また腫瘍細胞画幅内及
びその凋辺に円形膨化した大単板円形細胞がみられる鵬
10図）。かかる細胞では大き’な水泡様物質が数個重なりあ
って存在している。その問隙に小滴状顯粒も認められる。
しかし核は認めi難い。
　第6日目所見：　腫瘍細胞集籏は増大し，これ等は血管
を中心に，或は血管凋囲，または全く血管と関係のない揚
所に大きな集籐をつくっている。腫瘍細胞は軍積し，i集籏
巣の厚味を増し，伸展標本では個々の細胞をとらえること
が難しくなる。紡錘形腫瘍細胞は原形質が均等，無構造で
少しく水煙状に膨化し，斎い感じを受ける。中性紅は全く
とらないで，光画を発する大小不同の小滴状穎粒と，少し
く燈色調を帯びるものがある。第5図に示す如く腫瘍細胞
の集籏巣の大部分はこの紡錘形細胞よりなり，かなり太く
て長い突起によって互いに纒噂している。しかしその集籏
巣の浜辺部にはかなり膨化した短紡錘形細胞及び大単核円
形細胞がみられる。この大単核円形細胞は原形質に大小不
同の空泡，或は小滴状顯粒を多数有している。榎は鮮明な
ものもあるが，顯粒によって殆ど不鮮明なものもある。、中
性心慮粒は弱いながら燈芭調を帯びてとっている。腫瘍細
胞集籏巣の周辺には小円形細胞が認められ，中性紅は微細
な絶粒としてとっているものが多・い。
　第7日目所見：腫瘍細胞集籏の増大はさらに増加され，
仲展標本では散在性粟粒大の煙瘍巣が肉眼的に認められ，
組織は水腫が強く，粘液を多量に含有する。さらに瀬高性
に腫瘍細胞集籏が散在して，穎粒状に表面が膨隆する。腫
瘍細胞自身も形態的に種々の形が認められる（第10図）。
紡錘形腫瘍細胞は腫瘍細胞集籏巣の大都分を示している
が，この細胞の原形質は無構造均等で，中性一面粒を認め
ず，核周辺部に小滴状温品を有している。時にこの小滴状
穎粒が高論色をとっていることもある6骸は比較的明かで，
核小体も認められることがある。さらにこの紡錘形細胞に
混じて円形膨化細胞が多数認められ，それも集籏巣周辺部
は勿論，巣内にも認められる。これ等は通常認められる単
球の約3倍に及ぶものもみちれる。これ等は第10図に示
す如く殆ど円形でいわゆる大単棲円形細胞である。原形質
には粘液様物質が含まれると思われる内容をもつた口出性
の部分が数個みられ，その間に混在して小滴様面面がみら
れる。この小滴様穎粒は時に褐色調に染色されるものも混
在している。核は殆ど不明である。腫瘍細胞集籏部及びそ
の周辺に散在性に小円形細胞が認められ，第6日目より増
加の傾向を認めた。
　第8日目所見：　皮下結合織は全く粘液状Eつ水腫性に
膨化し，淡黄褐色の色調を帯び，粘液が多：量に流出する。
表面には肯い粟粒大から半米粒大の腫瘍結節が瀬漫性に散
在している。この部分を伸展標本として超生体染色で観察
すると，皮下の結合織線維は膨化して太さを増している。
腫瘍畑元払籏巣の田辺部には白血球成分が多く，腫瘍細胞
もいろいろな形態をなしている。腫瘍巣における組織球，
線維細胞のおのおのの区別は全く困難となる。腫瘍細胞は
第6，7日目にみられた大単核円形細胞がさらにその大きさ
を増し，巨大単核円形細胞としてみられ，白血球の約7な
いし8倍までに達するものもみられる。この細胞の原形質
内に浮き’上ったような粘液性内容をもつた嗣ぎな室己様部
分が数個あり，これが重乱している。その間隙部に微細な
小滴状顯粒が散在し，主に原形質周辺部によって排列され
る。紡錘形腫瘍細胞は爽起によって互いに結申している像
がみられる。紡錘形細胞は超生体染色では中性山鼠粒も殆
ど陰性で第7日目とはその所見は著しい変動が認められな
いように．思われる。
総 括
　家鶏肉腫Virusを幼若家鶏の皮下に接種して腫瘍細胞の
発生過程を超生体染色法を利用して経日的に観察した。
　Virus接種1ないし2日目では先ず血符反応が強く現わ
れ，白血球についで単球の滲出現象が起る。これと同時に
局所の組織球，線維細胞，血管内皮及び外膜畑胞は刺戦に・
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対して反応する。
　この炎症反応期におけるこれ等諸細胞の変化，殊に中性
紅穎粒の態度からみると，一般炎症時に見られるものと大
差がみられな曳・。
　第4日目で血管を中心とし，またこれと離れたとtうに
散在性にいわゆる随瘍のFp卿sが現われる。即ち紡錘形
細胞が数個集合して特有な排列を示すものが多い。4日目
以降になると．この腫瘍細胞集籏巣では細胞の増加により排
列は緻密になり，且つ次第に拡大する。結局相隣れるもの
は融解して大きな厘瘍塊を形成するようになる。腫瘍細胞
の超生体像をみると，形は紡錘形でかなり太くて長い突起
を有し，互に連絡する如く見える。原形質は均等性無構造
で明かな申性穎粒は殆ど認めない。ただ原形質内に輝く小
滴下民粒が見えるが，時にこの穎粒の周囲に黄色ないし響
町の色調を帯びることがある。またヤ7ヌス緑で染まる糸
粒体もかすかに認め得る程度で，殆ど陰性のものが多い。
細胞核の境界は鮮明で核仁が認められる。こ．の陣瘍細胞の
性状は4日月の始めて．煙瘍芽が現われた時と，明かに腫瘍
塊を形成した増殖g盛んな後期の腫瘍細胞の性状は，殆ど
差が認められない。ただ後期では変性による室泡形成が生
ずるため，原形が崩れることがある。
　次に各種細胞の変化と，腫瘍細1包め性状とを比較してみ
る。
　単球は定置的のものはいわゆる花冠を形成しているが，
反応を起すと胞体は著しく膨化する。同時に固有の中性紅
穎粒は分散し，且つ貧喰物も中性紅をと．るため花冠は認め
難く，いわゆる類単球の形をとる。他方単球は局所で増殖
し得るもので，この新生されたものは小型のものが多い。
後期に腫瘍細胞に混じて多数の小円形細胞を認めるが，リ
ンパ球よりも単球に属するものが多いように思われる。こ
のように単球と紡錘形腫瘍細胞の移行を認めることは困難
である。
　組織球は中性紅顯粒及びヤーヌス縁顯粒の性状によって
単球と鑑別される。これが反応すると刺戟の程度に応じて
強烈なとき’は膨化融解し，申等度の時はいわゆる離断型，
時には大単核細胞型となり，後者は腫瘍細胞巣内に認めら
れるこれと紡錘形腫瘍細胞と」北界すると原形質の超生体像
では組織球のそれと一定の差異が存じ，両者の直接的移行
は認め難いようである。
　結含骨細胞は長紡錘形，原形質は均等性で中性紅灯粒は
陰性，ヤーヌス緑をとる糸粒体は長桿状で整然と榎周辺部
に排列される。これが反」芯すると組織球の如く膨化融解す
るものと，樹枝状爽起を出すものとがある。中性紅頴粒は
依然陰性，ヤーヌス緑顯粒は減少し，微細穎粒状となって
散在性となる。そしてまた原形質内に小滴状頴粒形成がみ
られるようになる。このように線維細胞では時期的経過と
ともに腫瘍細胞との鑑別が困難となり，最後には殆ど不可
能のものが現われてくる。このことからある、一部の線維細
胞は皿重瘍細胞に移行すると考えてもよいようである。
　血管外膜部のいわゆる血管外膜細胞は初期から駐んに遊
離増殖してゆくのがみられる。これが超生体染色によると
その原形質の性状は最も紡錘形厘瘍細胞に類似するもので
ある。一般炎症では外膜畑胞の形質細胞化が起るが，本実
験では軽度にみられたに過ぎない。
結 論
　Virus性家鶏肉腫の組織発生を超生体染色を行った皮下
結切織伸展標本によって検索して家の如ぎ成績を得た。
　1）初期第1ないし2日目の炎症性反応期では血管充
並且，自血球及び単球の滲出性現象を認める。そしてまた単
球，組織球，結合織細胞，血管内皮及び外膜細胞の超生体
像の変化を認めるが，一般炎症によるものと本質的差異は
認め難い。
　2）Virus接種4日目腫瘍のFOcus形成により，紡錘形
腫瘍細胞が出現し，特有な排列をとる。腫瘍細胞の性状は
核は明瞭，核仁を認め，原形質は無構造，均等性で中性紅
及びヤーヌス顯粒を殆ど認めない。然し小滴状願粒形成が
みられ，時に大なる塞泡を形成する。
　3）超生体像からすれば，紡錘形厘瘍細胞は血管外膜細
胞及結合織細胞の一部が腫瘍化するように思われる。また
大単核円形細胞は組織球または単球に由来するものと思わ
れる。
　　　　　　　　　　　　　　　（同召禾030．10．24受付）
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Summary
　　　　The　development　of　tumor　in　the　subcutaneous　tissues　of　chicken　inoculated　with
chicken　sarcoma　viurs　was　examined，　with　the　following　results，　using　extended　subcu－
taneous　tissues　Qf　the　chicken　stained　supravitally　with　neutral　red　and　janus　green．
　　　　1）　ln　the　early　stage　of　the　tumor　development，　1　to　2　days　after　the　inoculation
of　the　virus，　hyperemia，　emigration　of　leukocytes　and　monocytes　from　the　blood　vessels，
changes　in　supravitally　stained　pictures　of　monocytes，　hitiocytes，　connective　tissue　cells，
and　both　endothelial　and　adventitial　cells　of　the　blood　vessels　were　observed．
　　　　These　changes　are　regarded　as　an　inflammatory　reaction　to　foreign　body　stimuli，
being　similar　to　that　caused　by　other　inflammatory　stimuli．
　　　　2）　Four　days　after　inoculation，　spindle－shaped　’tumor　cells　and　large　mononuclear
cells　appeared　and　thereafter　the　former　proliferated　focally　to　show　a　characteristic　arra－
ngement．　The　features　of　the　tumor　cells　were　presented　by　distinctly　shaped　nuclei，
large　nucleoli，　and　by　amorphous　homogeneous　cytoplasms　in　which　neutral　red　and　janus
green　stainable　granules　could　hardly　be　observed，　except　occasional　appearance　of　large
vacuoles　in　themselves．
　　　　3）　From　the　supravitally　stained　pictures　of　the　tumor，　it　is　probable　that　the　spin－
dle－shaped　tumor　cells　are　deriYed　fro血．．poth　adventitial　cells　of　the　blood　vessels　and
connective　tissue　cells．　lt　is　also　surmised　that　the　large　mononuclear　cells　are　derived
from　histiocYts　and／or　monocytes．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Oct．　24，　1955）
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